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川
辺
小
の
学
習
発
表
会
か
ら

今月のべージ
玉川団地 2号棟着工

おこそかに戦没者追悼式… 2
教育長、教育委員任命される

成人おめてとう...…・…-・… 3
年末年始の交通安全運動… 4
優良従業員表彰………一 一…5
シリーズ企業紹介・ー…・一-一一 6
スポーツに汗流す

若人の翼に参加して……… 7
少年の主張

家庭の自作文作品表彰……… 8

し物が行われた。

作品に見入りで行 くしむ議露饗して糠習の成果を発表する子供た

ちなど 味わい深い多彩な行事がくりひろげられた。心の感じるま

まに 自分を表現する文化の灯…… 大切にしたい。
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十
一
月
二
十
二
日
村
営
住
宅
の
起

工
式
が
、
岩
法
寺
字
蕨
岡
地
内
の
玉

川
団
地
建
設
予
定
地
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
村
長
を
は
じ
め
と
す
る

村
関
係
者
と
施
行
業
者
ら
二
十
五
人

が
出
席
。
神
事
に
の
っ
と
り
、
村
長

と
村
越
建
設
側
社
長
が
鍬
入
れ
し
た

あ
と
、
村
長
、
議
長
、
施
行
業
者
ら

が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
白

今
回
建
設
さ
れ
る
こ
号
棟
は
、
先

に
完
成
し
た
一
号
棟
(
十
二
戸
)
と

道
路
を
は
さ
む
北
側
に
位
置
し
、
総

一
億
五
千
万
円
を
か
け
来
年

七
月
に
完
成
、
九
月
入
窟
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

建
設
規
模
は
、
一
一
一
階
建
て
十
八
戸

で
、
一
階
は
一
一

L
D
K
六
戸
、
一
一
階

と
三
階
が
一
一
一

L
D
K
十
二
戸
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
玉
川
団
地
は
、
昭
和
六
十
二

年
度
か
ら
三
期
三
か
年
計
画
で
進
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
す
で
に
入
居

し
て
い
る
一
号
棟
と
合
わ
せ
、
来
年

度
は
三
棟
が
建
設
さ
れ
、
建
設
戸
数

は
四
十
八
戸
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

住
宅
建
設
と
あ
わ
せ
て
、
団
地
の
集

会
所
と
幼
児
遊
園
に
つ
い
て
も
、
今

年
度
か
ら
整
備
さ
れ
て
い

一のみ事一

第2号棟の起工式で鍬入れする村長

お
ご
そ
か

自

清

、

大

平

洋

戦

争

に

お

い
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
村
内
戦
没
者

二
百
二
十
二
名
の
追
悼
式
が
、
十
月

十
七
日
村
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
は
四
年
に
一
度
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
ご
遺
族
は
ピ
め
多

数
の
来
賓
者
が
参
列
し
ま
し
た
。

戦
没
者
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、

寸
戦
争
の
犠
牲
と
な
ら

対
し
謹
ん
で
追
埠
の
誠

み
の
歴

な
い

い
、
の
安
ら
か
な
ご
冥
福
を
祈

り
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

か

没
者
追
悼
式

ま
た
、
遺
族
を
代
表
し
て
真
野
自

照
治
さ
ん
(
河
平
)
が
「
悲
惨
な
戦

争
か
ら
四
十
三
年
の
歳
丹
が
流
れ
ま

し
た
が
、
父
と
私
の
最
後
と
な
っ
た

泉
郷
駅
ま
で
の
見
送
り
は
、
終
生
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
後

苦
難
と
関
い
な
が
ら
も
今
日
の
生
活

を
送
れ
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
み
霊

の
ご
加
護
の
台
陰
で
す
」
と
追
悼
の

こ
と
ば
を
述
べ
、
戦
没
者
各
位
の
ご

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
遺
族
会
長
を
は
じ
め

各
部
落
の
代
表
者
ら
が
祭
壇
に
菊
の

花
を
献
ピ
、
お
ご
そ
か
な
う
ち
に
追

目玉

通常点検を受ける団員

村
消
防
団
の
秋
季
検
問
が
、
十
月

二
十
三
日
村
民
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ

れ
、
団
員
二
百
六
十
六
人
が
参
加
し

士
気
旺
盛
な
勇
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

車
田
村
長
が
点
検
官
に
委
嘱
さ
れ
、

通
常
点
検
と
分
列
行
進
を
検
閲
し
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
、
小
原
団
長
が
「
火

災
が
発
生
し
や
す
い
シ
ー
ズ
ン
に
備

え
、
住
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、

お
ご
そ
か
に
ζ

冥
撞
を
折
る

悼
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
遺
族
会
主
催
の
慰
霊

祭
で
は
、
神
式
に
よ
り
遺
族
会
長
ら

が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、
続
い
て
仏
式

に
よ
り
参
列
者
全
員
が
焼
香
し
、
戦

没
者
の
霊
を
慰
さ
め
ま
し
た
。

秋

関

予
防
消
防
の
徹
底
に
力
を
注
い
で
ほ

し
い
」
と
訓
示
し
、
団
員
の
統
率
を

図
り
ま
し
た
。

冬
期
間
は
、
暖
房
器
具
、
台
所
な

ど
か
ら
の
火
災
の
発
生
が
多
く
晃
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
乾
燥
と
相
ま
っ
て

嵐
が
強
い
季
節
で
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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長
に
関

教
育

十
一
月
十
九
日
村
長
室
に
お
い
て
、

関
根
忠
幸
氏
(
幻
歳
・
小
高
)
と
大

山川1“削2“削11削附11川11山川11

(
再
任
〉

竹
氏
を

教育長の関根忠幸氏

竹
義
明
氏
(
位
歳
・
岩
法
寺
)
に
対

し
、
村
長
か
ら
村
教
育
委
員
の
任
命

書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と

最
初
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
教

育
長
に
関
根
忠
幸
氏
を
任
命
(
再
任
・

三
期
日
)
し
ま
し
た
。

両
氏
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
改
選

に
よ
り
、
先
の
第
四
回
臨
時
議
会
に

お
い
て
同
意
さ
れ
た
も
の
で
、
仁
井

田
仁
一
氏
は
、
十
一
月
十
八
日
を
も

っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
の
教
育
委
員
会
は
五
人
の
委

員
で
組
織
さ
れ
、
今
回
就
任
さ
れ
た

両
氏
は
、
今
後
四
年
間
村
教
育
行
政

の
管
理
と
執
行
に
あ
た
り
ま
す
。

教育委員の大竹義明氏

ゆ
た
か
な
創
造
力
は
ぐ
く
む

教
育
長

玉
川
村
教
育
委
員
会
教
育
長
に
十

一
月
十
九
日
付
で
三
た
び
任
命
さ
れ

て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

本
村
両
中
学
校
の
改
築
事
業
を
か

か
え
て
い
る
重
要
な
時
期
で
す
の
で

更
に
一
層
の
重
責
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
の
目
標
に
求
め

ら
れ
て
い
る
、
ひ
ろ
い
心
、
す
と
や

関

根

幸

忠

か
な
体
、
ゆ
た
か
な
創
造
力
を
は
ぐ

く
む
教
育
の
た
め
に
、
今
ま
で
の
経

験
を
も
と
に
し
な
が
ら
も
考
え
を
新

た
に
、
本
村
教
育
進
展
の
た
め
に

一

生
懸
命
尽
力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
ご
鞭
捷
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

成人おめでとう
来春1月15日に成人式

村
で
は
、
来
春
一
月
十
五
日
就
業

改
善
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
成
人
式
を

行
い
ま
す
。

今
回
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ

昨年の成人式から

名前の載っていない方、または、ふるさと
で成人式を迎えたい方は、 12月27日までに、
村公民館(岱57-3101)へお申し込みください。

ん
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
四
年
四
月

一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
す
。
現
在
、
村
内
に

住
ん
で
い
る
方
は
六
十
三
人
で
す
。

第
三
十
八
回
県
統
計
大
会
が
十
月

二
十
日
会
津
若
松
市
県
営
会
津
体
育

計

長
賞

館
で
開
催
さ
れ
、
本
村
の
小
針
安
勝

さ
ん
(
北
須
釜
字
雀
森
)
に
県
統
計

協
会
長
賞
(
会
長
・
佐
藤
栄
佐
久
)

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
小
針
さ
ん
は
、
統
計

調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
各
種

統
計
に
協
力
さ
れ
、
統
計
発
展
に
尽

く
さ
れ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

小針安勝さん

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
方
々

(
調
査
目
、
十
一
月
一
日
)

川
辺
石
井
智
恵
子
・
熊
田
亜
希

子
・
熊
田
哲
也
・
坂
本
の
ぷ
子
・
佐

藤
勝
・
田
子
春
美
・
野
崎
加
代
子
・

芳
賀
洋
子
・
矢
吹
賢
治
・
矢
部
洋
子
・

吉
田
光
子

蒜
生
石
井
さ
っ
き

小
高
有
賀
一
徳
・
石
井
チ
ヨ
子
・

金
津
知
子
・
車
田
文
子
・
小
針
敦
子
・

関
根
か
お
り
・
西
島
美
穂
子
・
溝
井

庄
一
・
矢
吹
カ
ツ
子
・
矢
吹
隆
・

湯
津
美
香

中
石
井
正
子
・
小
林
み
ど
り
・

小
針
恵
美
子
・
鈴
木
美
枝
子
・
吉
田

明
美
・
吉
田
祐
一
郎

岩
法
寺
老
沼
和
彦
・
奥
野
広
美
・

佐
久
間
初
枝
・
佐
久
間
和
子
・
鈴
木

康
雄
・
村
越
美
栄
子
・
村
越
美
由
紀
・

吉
田
正
美
・
吉
田
い
み
子
・

竜
崎
小
林
ひ
ろ
子
・
小
林
宮
子
・

小
林
幸
恵

南
須
釜
阿
部
真
由
美
・
大
越
昭

子
・
大
野
政
幸
・
大
野
み
ど
り
・
小

原
伸
夫
・
相
築
美
奈
子
・
宍
戸
敦
・

高
橋
雄
一
・
留
谷
さ
と
み
・
増
子
瑞

枝
・
真
野
目
恵

北
須
釜
草
野
和
洋
・
小
針
文
子
・

鈴
木
政
義
・
鈴
木
健
一
・
瀬
谷
康
彦
・

矢
吹
聡
人
・
渡
遺
賢
一
・
渡
透
一
一
房
・

吉

佐

藤

祝

月

山
小
屋
石
森
ゆ
か
り

四
辻
塩
田
勝
吉
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寝
泊
号
協
同
ω
畠
品
易
問
叫
夕
、
只

va包
副

早
朝

十
二
月
十
日
か
ら
一
月
十
日
ま
で

の
三
十
二
日
間
、
年
末
年
始
交
通
事

故
防
止
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
交
通
の
混
雑
を
は

じ
め
早
い
日
没
、
積
雪
や
凍
結
な
ど

道
路
状
況
が
悪
化
す
る
こ
と
か
ら
、

交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す

D

ま
た
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で

飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、

飲
酒
運
転
が
心
配
さ
れ
る
季
節
で
す
。
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夜
間
の
運
転
は
慎
重
に

明
る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
も
、

家
族
み
ん
な
で
次
の
こ
と
を
守
り
ま

し
ょ

h

フ。

-
凶
作
冬
道
は
気
を
つ
け
て

ラ け 急 車 出
イるブ間発
ト レ E巨は
は l離ー
早キを O
め 、十分
に 急分早
点、 ハにめ
大了 ンとに
す ドる
る jレ

を
避

特
に
日
陰
道
や
犠
の
上
は
、
地
裁
…

が
な
い
た
め
、
積
雪
が
多
く
凍
結
し

や
す
い
場
所
で
す
か
ら
、
前
も
っ
て

減
速
し
、
路
面
の
状
態
に
合
っ
た
速

度
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

-
凶
作
飲
酒
運
転
は
や
め
よ
う

-
運
転
す
る
時
は
酒
を
飲
ま
な
い

.
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

i

凶
作
子
供
と
お
年
寄
り
を

事
故
か
ら
守
ろ
う

-
飛
び
出
し

に
注
意

・
ス
ゼ

l
ド
は
ひ
か
え
め
に

秋の交通安全パレード(五一小)

-凶作シ
l
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

必
ず
着
用
し
よ
う

尾
を
引
く

お
酒
の
き
き
め

酒
に
強
い
人
ほ
ど
「
二
、
一
一
一
時
間

休
め
ば
さ
め
る
・
j
i
-
-
・
:
」
な
ど
と
早

合
点
す
る
人
が
多
い
も
の
で
す
。
で

も
、
例
え
ば
、
日
本
酒
三
合
(
あ
る

い
は
ピ

i
ル
大
び
ん
三
本
)
を
飲
ん

で
か
ら
体
の
各
機
能
が
完
全
に
平
常

に
戻
る
ま
で
に
、
七

1
八
時
間
を
要

す
る
と
い
う
デ

l
タ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
二
日
酔
い
に
な
ら
な
い
ま

で
も
、
深
酒
を
し
た
翌
日
は
ア
ル
コ

ー
ル
の
影
響
が
尾
を
引
き
、
気
分
も

体
調
も
す
ぐ
れ
ず
、
そ
れ
が
運
転
に

も
影
響
し
て
事
故
の
誘
因
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
こ
の
飲
酒

運
転
で
な
い
飲
酒
運
転
の
事
故
が
相

当
数
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
ま
た
、
飲
酒
運
転
は
、
周

囲
の
人
に
も
責
任
の
一
端
が
あ
る
と

い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
車
を
運
転

す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
無
理
に
酒

を
勧
め
た
り
す
る
と
、
場
合
に
よ
っ

て
は
飲
酒
運
転
者
と
同
嫌
に
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
車
を
運
転
す

る
人
に
対
し
て
は
、
絶
対
に
酒
を
勧

め
な
い
よ
う
徹
底

L
ま
し
ょ
う
。

昭和63年10月31日現在交通事故地域別発生状況

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

村
で
は
、
次
に
よ
り
献
血
を
実
施

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

実
施
日
十
二
月
六
日
(
火
)

場
所
お
よ
び
時
間

・
玉
川
村
役
場
前

午
前

9
時
日
分
か
ら
日
時
日
分

.
加
藤
加
工
備
前

午
前
日
時
加
分
か
ら
日
時
印
分

.
須
釜
農
協
前

正
午
か
ら
午
後
1
時

ω分

.
玉
川
畜
産
セ

ン
タ
ー
前

午
後
3
時
か
ら
3
時
初
分

.
偏
片
山
ゴ
ム
製
作
所
前

午
後

4
時
か
ら

4
時
必
分

.
側
安
田
縫
製
前

午
後
5
時
か
ら
5
時
お
分
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鈴

木

信

四

郎

須

藤

工

業

関

根

二

男

偏

小

林

工

務

活

鈴
木
吉
二
郎
駒
木
根
工
業
鰯

駒

木

根

等

ク

ョ
、
ン

、困層

ん

rき話z
E竜

来
女

第
三
十
九
回
県
学
校
林
・
環
境
緑
化
コ
シ
ク
i
ル

お
長
賞

か
な
社
会
を
き
ず
く
」
と
題
す
る
記

念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
己

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。
(
敬
称
略
、
順
不
同
)

村
商
工
会
主
催
の
昭
和
六
十
三
年

度
優
良
従
業
員
表
彰
式
が
、
十
一
月

二
十
三
日
「
勤
労
感
謝
の
日
い
に
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
、
村
内
十
七
の
事
業

所
か
ら
選
ば
れ
た
二
十
八
人
が
出
席

し
、
双
呈
正
司
商
工
会
長
か
ら
受
賞

者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
終
了
後
、
元
郡
山
市
教
育

長
で
現
在
、
家
庭
教
育
を
考
え
る
会

会
長
の
堀
内
鉄
雄
氏
か
ら
、
「
心
豊

。
福
島
双
羽
電
機
鰯

首
藤

飯

村

松

子

佐
久
間
か
ず
子

渡

辺

裕

彦

大

越

幸

久

中

根

精

工

附

塩
沢
清
一

大

野

佐

源

治

ク

関

根

正

秋

大
和
田
ア
キ
子
鮒
安
田
縫
製

田
子
ユ
キ
子
搭
島
リ
バ
ー
ス
ト
i
ン

安

藤

博

備

佐

藤

製

作

所

吉
村
シ
サ
ヨ
備
矢
部
ソ
!
イ
ン
グ

矢

部

政

広

東

京

精

工

繍

西

牧

繁

雄

根

本

武

則

大

野

シ

ゲ

子

大
竹

県
内
学
校
の
緑
化
活
動
と
縁
化
教

育
の
実
績
を
評
価
す
る
第
三
十
九
四

県
学
校
林
・
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、
環
境
緑
化
の
部
で
須
釜

小
学
校
が
県
緑
化
推
進
委
員
会
長
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

特
に
、
植
木
が
重
視
さ
れ
る
環
境

緑
化
の
部
で
す
が
、
須
釜
小
学
校
で

は
、
一
一
年
前
に
庭
園
保
存
会
(
会
員

三
十
八
名
)
が
で
き
た
ほ
か
、

P
T

A
奉
仕
作
業
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
定
期
的
な
手
入

れ
や
木
の
名
前
を
書
い
た
立
札
を
立

て
て
木
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
計
画
と
し
て
鈴
木
英
夫
校

長
は
「
来
年
は
、
校
門
近
辺
の
整
備

イン。

事

業

所

名

受
質
者
名

備
加
藤
化
工

繍
玉
川
畜
産
セ
ン
タ
ー

ト
ク

三
勝

青
和

ハ
曲
一
品
子

栄

伊

津

子

矢

部

八

重

子

車石
田森

校舎を飾る克事な植木

。
山
間
須
藤
ハ

i
ネ
ス

11111111111 

。

と
雑
木
林
の
木
の
名
前
が
覚
え
ら
れ

る
よ
う
配
慮
し
た
い
」
と
、
緑
化
教

育
へ
の
意
欲
を
語
っ
て
い
ま
す
。

ゴ‘
i
リ
キ

強
力
玉
川
工
場

備
ス
ズ
キ
シ
ャ
ツ

表彰された28人のみなさん

村
役
場
に
備
え
て
あ
る
住
所
変
更
屈

の
用
紙
で
、
す
み
や
か
に
最
寄
り
の

社
会
保
険
事
務
所
に
届
け
(
郵
送
)

土
ナ
し
ょ
加
フ
。

な
わ
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
や
旧
法
障
害
年
金
・
母
子
年

金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
今
ま
で
市

町
村
役
場
に
住
所
変
更
の
届
け
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
社
会

保
険
事
務
所
に
届
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

老
齢
年
金
や
老
齢
基
礎
年
金
な
ど

の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
も
、
住
所

が
変
わ
っ
た
と
き
に
は
届
け
が
必
要

で
す
。届

け
を
し
ま
せ
ん
と
、
支
払
通
知

書
が
旧
住
所
地
に
送
ら
れ
て
し
ま
っ

た
り
、
誕
生
丹
に
提
出
す
る
受
給
権

者
現
況
窟
に
市
町
村
長
の
証
明
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
、
年
金
の
受
け
取

り
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
む

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
市
町

年金を受けている人ヘ

住所が変わったときには

届出を
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エ~C 
00 か松製品

双
葉
産
業
は
、
時
計

ケ

i
ス
と
O
A
機
器
部

品
を
生
産
す
る
会
社
と

し
て
、
昭
和
五
十
四
年

十
月
に
天
栄
村
で
操
業

を
開
始
し
ま
し
た
。
翌

年
九
月
に
現
在
地
に
玉

川
工
場
を
設
立
、
当
初

三
人
だ
っ
た
従
業
員
は
、

そ
の
後
天
栄
工
場
の
関

鎖
と
O
A
機
器
産
業
の

め
ざ
ま
し
い
発
展
に
伴

い
、
受
注
の
増
大
か
ら

工
場
の
拡
張
が
進
め
ら

れ
、
現
在
で
は
五
十
一

人
ま
で
に
成
長
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
長
の

塩
沢
さ
ん
は
、
本
村
出

身
者
と
し
て
従
業
員
は

じ
め
地
域
関
係
者
の
信

望
が
厚
く
、
今
後
も
本
村
活
性
化
の

た
め
、
受
注
動
向
を
考
意
し
増
員
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

精
度
の
高
い

O
A
機
器
部
品
に
対

応
し
て
、
創
業
以
来

Q
C
活
動
に
取

り
組
み
、
品
質
の
安
定
と
コ
ス
ト
の

低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
品

必
リ
ム

UH--

4
4

割引

ω

ー
我
々
の
豊
か
な
心
で
品
質
を
高
め
明
る
い
未
来
を
築
こ
う

I
我
々
の
確
か
な
心
で
社
会
に
良
い
製
品
を
送
ろ
う

E
我
々
の
強
い
身
体
と
働
き
で
我
が
家
の
く
ら
し
を
充
そ
う

代表取締投

塩沢菊男

質
に
お
い
て
は
、

p
p

で
あ

る
品
質
認
定
工
場
を
目
指
し
、
良
い

製
品
寸
つ
く
り
に
心
虫
を
注
い
で
い
ま

す。先
端
援
写
機
の

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
部
品

取
扱
製
品
の
九
十
%
は
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
を
主
原
料
と
す
る
複
写
機
の

部
品
で
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
社
の
製

品
が
主
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

複
写
機
は
、
便
利
な
事
務
機
と
し

て
普
及
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

年
々
多
機
能
化
し
、
精
留
な
構
造
と

数
え
き
れ
な
い
部
品
か
ら
組
み
立
て

ら
れ
て
い
ま
す

D

こ
の
う
ち
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
製
部
品
約
三
百
種
類
を
生

産
し
て
い
ま
す
。

操
業
当
初
は
、
専
用
機
に
よ
る
切

削
機
械
加
工
だ
け
で
し
た
が
、
現
在

で
は
、
金
型
設
計
か
ら
製
作
に
至
る

一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

O
A
機
器
を
装
備
し
た
最
新

型
の
プ
レ
ス
(
百
ト
ン
か
ら
百
五
十
ト
ン

ク
ラ
ス
)
な
ど
大
小
数
十
台
の
機
械

を
並
列
に
配
備
し
て
生
産
ラ
イ
ン
の

合
理
化
に
努
め
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

活
気
あ
ふ
れ
る

明
る
い
職
場

双
葉
産
業
で
は
、
労
使
の
別
な
く

全
員
が
加
入
す
る
互
助
会
が
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
芋
煮
会
な
ど
の

行
事
を
通
じ
て
、
相
互
の
親
睦
を

深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
業
員

の
平
均
年
齢
が
一
一
一
十
歳
と
若
い

う
え
、
ほ
と
ん
ど
が
地
元
採
用
者

で
す
。
社
長
と
の
応
対
に
も
、
歯

切
れ
の
よ
い
返
答
が
見
ら
れ
、
活

気
に
あ
ふ
れ
た
明
る
い
職
場
で
す
。

特
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
誇
る
野

球
部
は
、
各
種
大
会
に
お
い
て
好

成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

次
回
は

奥
野
電
気
側
で
す
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回
少
年
剣

十
月
一
二
日
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
第
十
七
回
玉
川
村
少
年
剣
道

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
剣
友
会
の
ほ
か
、
古
殿
町
や

浅
川
町
・
須
賀
川
市
(
大
東
)
の
剣
友

会
を
招
待
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。試

合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

*
団
体
の
部

〈
小
学
生
〉

-zs: 

優

勝

須

釜

少

年

剣

友

会
A

準
優
勝
須
釜
少
年
剣
友
会
C

第
三
位
須
釜
少
年
剣
友
会
B

〈
中
学
生
男
子
〉

優

勝

浅

川

中

A

準

優

勝

泉

中

A

第

三

位

泉

中
C

〈
中
学
生
女
子
〉

優

勝

泉

中

A

準
優
勝
浅
川
中
A

染
め
健
脚
競

十
一
月
十
二
日
須
釜
中
学
校
に
お

い
て
、
非
行
防
止
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

関
か
れ
ま
し
た
。
須
釜
中
学
校
と
須

釜
地
区
防
犯
協
会
が
主
催
し
た
も
の

で
今
年
で
十
回
目
。
村
長
は
じ
め
石

川
警
察
署
防
犯
係
長
ら
多
数
の
来
賓

が
出
席
す
る
中
、
村
長
が
「
将
来
社

会
人
と
な
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
体

力
と
気
力
を
養
う
こ
と
が
一
番
大
切

な
こ
と
で
す
。
最
後
ま
で
マ
イ
ペ

i

ス
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
生
徒
た

ち
を
激
励
し
、
念
入
り
な
準
備
体
操

の
あ
と
、
女
子
五
十
六
人
が
二
・
七

、陣

マ
ラ
ソ
ン
大
会

九
、
男
子
六
十
七
人
が
四
九
の
コ
ー

ス
に
繰
り
出
し
て
健
脚
を
競
い
ま
し

た
D

晴
天
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
と
な
り
、

生
徒
た
ち
は
ほ
ほ
を
染
め
な
が
ら
快

走
し
、
一
人
の
脱
落
者
も
な
く
完
走

し
ま
し
た
。
特
に
、
最
後
の
ラ
ン
ナ

ー
に
一
緒
に
伴
走
し
み
ん
な
で
温
か

く
迎
え
る
光
景
に
、
友
情
の
大
切
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

個
人
三
位
ま
で
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

女
子
の
部

一
位
須
釜
中
A

*
偲
人
の
部

〈
小
学
生
〉

優

勝

斑

目

(

須

釜

小

)

準

優

勝

矢

吹

か

わ

り

(

。

)

第

三

位

矢

吹

勇

雄

(

ク

)

〈
中
学
生
男
子
〉

録

勝

吉

田

雅

弘

(

泉

中

)

準
優
勝
間
田
良
寿
(
浅
川
中
)

第

二

一

位

緑

川

雅

志

(

。

)

〈
中
学
生
女
子
〉

優
勝
佐
藤
ま
ち
子
(
浅
川
中
)

準

優

勝

岡

部

睦

美

(

泉

中

)

第
三
位
仁
井
田
充
恵
(
ク
)

第
一
位
石
森
フ
ミ
イ
(
一
一

第
二
位
阿
部
由
美
子
(

λ

第
三
位
関
根
美
香
(
一
~

男
子
の
部

第
一
位
鈴
木
正
志
(
三
」

第
二
位
矢
吹
清
幸
(
二
年
)

一
位
塩
沢
賢
一
(
一

みんなの励ましを背lこ受けてゴールへ
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若
人
の
翼
に
参
加
し
て
①

私
は
、
勺
若
人
の
翼
」
欧
州

E
コ

ー
ス
に
参
加
し
、
東
西
ベ
ル
リ
ン
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
-
フ
ラ
ン
ス
を
十
五

己
閤
に
わ
た
り
研
修
し
て
き
ま
し

た
。
日
本
と
の
生
活
環
境
の
違
い

を
感
じ
る
と
共
に
費
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と

を
述
べ
て
み
た
い
と
患
い
ま
す
。

最
初
に
訪
問
し
た
西
ベ
ル
リ
ン

は
、
街
全
体
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、

た
く
さ
ん
の
緑
と
湖
が
お
る
自
然

の
雄
大
さ
に
我
を
忘
れ
た
ほ
ど
美

し
い
密
で
し
た
。
し
か
し
、
西
と

東
を
分
け
る
ベ
ル
リ
ン
の
壁
は
、

東
西
四
十
五
キ
ロ
討
に
及
び
、
今

な
お
亡
命
者
が
後
を
絶
た
な
い
西

と
東
の
境
界
線
で
あ
り
、
緊
張
感

の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

西
か
ら
東
へ
、
約
一
時
間
の
入

国
手
続
き
を
済
ま
せ
東
ベ
ル
リ
ン

に
入
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
建

造
物
は
古
く
人
通
り
が
少
な
い
ひ

っ
そ
り
し
た
街
並
み
に
、
ま
る
で

古
い
映
画
で
も
見
て
い
る
よ
う
な

錯
覚
に
陥
り
ま
し
た
。
一
方
、
昔

様
式
の
宮
殿
が
立
ち
並
ぶ
ポ
ツ
ダ

ム
市
の
光
景
は
、
実
に
壮
観
で
美

し
い
も
の
で
し
た
が
、
ザ
ク
セ
ン
ハ

ウ
ゼ
ン
と
い
う
強
制
収
容
所
が
自 須

藤

昭
(
川
辺
)

に
写
っ
た
時
は
、
あ
ま
り
に
も
対
照

的
な
光
景
に
、
暗
く
て
重
苦
し
い
不

気
味
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ナ
チ
ス
に

よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
や
反
フ
ァ
シ
ス
ト

が
こ
の
収
容
所
に
放
り
込
ま
れ
、
数

数
の
拷
問
と
過
酷
な
労
働
に
血
を
流

し
虐
殺
さ
れ
た
人
々
の
こ
と
を
思
う

と
、
胞
が
絞
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
で

し
た
。
想
像
以
上
の
戦
争
の
傷
跡
に

触
れ
、
麿
史
的
な
体
験
が
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
東
西
ベ
ル
リ
ン
は
、
一
つ
の

蟹
で
東
と
西
に
接
し
な
が
ら
も
、
そ

の
溝
は
深
く
、
東
に
と
っ
て
西
の
存

在
は
近
く
て
遠
い
と
こ
ろ
。
ま
さ
に

戦
争
の
遺
産
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
私
た
ち
が
住
む

日
本
が
、
い
か
に
平
和
で
あ
り
が
た

い
も
の
で
あ
る
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま

し

た

。

(

次

号

に

続

く

)西と東を分けるベルリンの壁
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村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
が
主
催

し
た
第
三
回
「
少
年
の
主
張
」
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
と
第
四
回
「
家
庭
の
日
」

作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
十

月
二
十
六
日
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
が
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ

と
を
題
材
に
し
た
「
少
年
の
主
張
L

に
は
、
三
百
七
十
六
人
が
参
加
。
ま

た
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
を
題
材
に
し

た
「
家
庭
の
白
」
に
は
、
小
・
中
学

生
三
百
八
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
さ

れ
た
三
十
三
人
が
出
席
し
、
会
長
(
車

.祖国E・E・-
・E聞園田・

--冨圃

十

田
村
長
)
か
ら
入
賞
者
人
ひ
と
り

に
賞
状
と
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
講
評
で
は
、
審
査
員
を

井
手
君

大
和
田
君

表彰式で講評を述べる関根教育長

こ
の
「
少
年
の
主
張
」
は
、
県
青

少
年
育
成
県
民
会
議
が
主
催
す
る
県

大
会
に
通
じ
て
お
り
、
県
内
で
二
千

五
百
九
十
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
本
村
の
井
手
間
間
君
と

大
和
田
伸
広
君
を
含
む
十
七
人
が
見

事
予
選
を
通
過
し
、
九
月
二
十
七
日

県
青
少
年
会
館
で
聞
か
れ
た
『
第
十

回
少
年
の
主
張
県
大
会
』
に
出
場
、

大
ぜ
い
の
聴
衆
を
前
に
し
て
熱
弁
を

振
る
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
井
手
君
が

表

早ク

代
表
し
て
関
根
教
育
長
が
、
入
賞
さ

れ
た
作
品
の
感
想
を
述
べ
賞
賛
を
お

く
り
ま
し
た
。

優

秀

賞

獲

得

は
優
良
賞
に

穫秀賞に輝いた井手浩智君

大
和
田
君
が
俊
良
賞
に
趨
き
ま
し
た
。

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
井
手
君
の
作

品
「
母
に
学
ぶ
」
は
、
養
護
施
設
の

看
護
婦
と
し
て
忙
し
い
母
に
、
会
話

が
思
う
よ
う
に
で
き
な

い
自
分
の
不

満
を
ぶ
つ
け
た
と
こ
ろ
、
寂
び
し
げ

な
母
の
言
葉
に
学
園
の
生
徒
か
ら
信

頼
さ
れ
る
母
の
立
場
を
理
解
し
、
毎

日
の
生
活
へ
の
心
構
え
を
学
ん
だ
と

い
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
家
庭
の
日
」
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
に
入
賞
さ
れ
た
二
十
四
人
の

作
品
に
つ
い
て
も
、
県
大
会
へ
参
加

し
て
い
ま
す
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
少
年
の
主
張
」
作
品

最
優
秀
賞

「
母
に
学
ぶ
」

井
手
浩
智
(
泉
中
)

優

秀

賞

「
も
う
一
人
の
自
分
と
L

大
和
田
伸
広
(
須
釜
中
)

「
心
の

メ
ダ
ル
」

須
藤
孝
一
(
泉

「
家
庭
の
日
」
作
文

-
小
学
校
一

最
優
秀
賞

「お
と
う
さ
ん
の
に
ゅ
う
い
ん
」

佐
瀬
智
美
(
須
釜
小
)

-
二
年
生
の
部

優

秀

賞

草
野
は
る
み
(
須
釜
小
)

矢
部
崇
子
(
川
辺
小
)

・
小
学
校
三
・
四
年
生
の
部

最
優
秀
賞

「
親
子
マ
ラ

ソ
ン
」

湯
沢
康
太
(
玉
一
小
)

優
秀
賞
有
賀
京
子
(
須
釜
小
)

及
川
美
由
希
(
玉
一
小
)

・
小
学
校
五
・
六
年
生
の
部

最
優
秀
賞
「
家
庭
の
日
」

三
吉
勝
也
(
玉
一
小
)

優

秀

賞

馬

上

勇

(

須

釜

小

)

野
崎
宏
之
(
川
辺
小
)

.
中
学
校
の
部

最
優
秀
賞

「
わ
が
家
の
味
」

関
根
美
和
(
泉
中
)

増
子
蕪
(
須
釜
中
)

大
越
良
子
(
須
釜
中
)

.
一
般
の
部

優

秀

賞

鈴

木

芳

子

優

秀

賞

中
)

黒
木
理
絵
ち
ゃ
ん
ら

五
十
九
人
が
入
賞

税
に
関
す
る
習
字
展

小
・
中
学
生
を
対
象
に
税
に
対
す

る
関
心
を
高
め
て
も
ら
わ
う
と
、
村

で
は
、
税
を
知
る
週
間
に
ち
な
み
「
税

に
関
す
る
習
字
展
」
の
作
品
を
募
集

し
ま
し
た
。
応
募
数
は
千
百
三
十
一

点
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
次
の
方
が
上

位
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

湯石増 湯 j頼湯溝湯黒

沢森 子沢谷沢井沢木

智理

(
川
辺
小
一
年
)

(
玉
一
小
二
年
)

(

ク

三

年

)

(

。

四

年

)

(
須
釜
小
五
年
)

(
玉
一
小
六
年
)

(
須
釜
中
一
年
)

(

ク

二

年

)

(
泉
中
三
年
)

大矢榊石曲関瀬塩溝

絵子h
v〈

古
寺太俊子薫

正

敏
の
ぞ
み

陽雅康

越吹枝森山根谷沢井

正

文

由

貴
ゅ
う
子

章

弘

博

子
裕

子

徳

子
ゅ

う

良

子

(
玉
一
小

一
年
)

(
須
釜
小
二
年
)

(

。

三

年

)

(
玉
一
小
四
年
)

(

。

五

年

)

(
須
釜
小
六
年
)

(
須
釜
中
一
年
)

(
泉
中
二
年
)

(
須
釜
中
三
年
)



C 替雲雲P宝金量 唖 4弘甑
山1川11附i“出削11則11制1“削t“削11山11山削州叫3討削州11削11 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111、・< ，"/ 1111111111111 

~-・.-・・

師

匠

Jlt 
を

文
化
祭
の
一
環
と
し
て
文
化
講
演

会
が
、
十
一
丹
十
二
日
村
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
講
談
師

で
有
名
な
宝
井
馬
琴
師
匠
を
招
き
大

ぜ
い
の
村
民
が
聞
き
入
り
ま
し
た
。

「
武
田
信
玄
に
学
ぷ
」
と
題
し
て
、

歴
史
に
残
る
戦
国
武
将
の
短
命
さ
を

指
摘
し
、
長
生
き
の
秘
け
つ
や
家
康

公
の
名
一
苔
に
ま
で
及
び
、
人
と
し
て

の
生
き
方
に
つ
い
て
名
文
句
と
ユ
ー

モ
ア
を
交
ピ
え
講
演
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
本
村
に
ま
つ
わ
る
「
五

兵
衛
物
語
」
を
披
露
。
泉
が
こ
ん
こ

ん
と
沸
き
出
る
こ
と
で
有
名
だ
っ
た

泉
村
を
、
再
び
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う

と
井
戸
掘
り
に
励
み
、
つ
い
に
念
願

を
果
た
す
と
い
う
物
語
で
す
。

生
活
の
中
の
儀
式

お
七
夜
、
お
宮
参
り
、
七
五
三
、

成
人
式
、
還
震
な
ど
人
生
の
あ
る
時

点
で
お
祝
い
が
な
さ
れ
ま
す
。
無
事

に
成
長
し
た
こ
と
を
本
人
の
た
め
に

ま
わ
り
の
人
が
祝
福
す
る
習
慣
で
、

通
過
儀
礼
と
も
い
い
ま
す
。
た
と
え

ば
お
宮
参
り
と
い
う
の
は
誕
生
後
三

か
月
、
あ
る
い
は
百
日
を
迎
え
た
自

に
近
く
の
神
社
に
親
が
抱
い
て
お
参

り
を
し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と

⑧ 

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

欝

武

俊

首
が
ち
ゃ
ん
と
座
っ
て
抱
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
順
調
に
育
ち
つ
つ
あ
る

こ
と
を
お
祝
い
す
る
意
味
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

お
正
月
、
節
分
、
桃
の
節
句
、
端

午
の
節
句
、
春
と
秋
の
お
彼
岸
、
ゎ

丹
克
な
ど
季
節
ご
と
の
行
事
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
入
学
式
、
卒
業
式
、

開
校
記
念
日
、
入
社
式
、
結
婚
式
さ

ら
に
告
別
式
、
三
回
忌
な
ど
、
よ
そ 黒板を使って長生きの秘けつを教える罵琴鯖震

十
二
月
の
行
事
予
定

日
日
(
自
)
少
年
ふ
る
さ
と
運
動

し
め
な
わ
作
り
(
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
)

ロ
日
(
月
)
第
七
回
青
年
教
室

「
幸
せ
な
結
婚
」

講
師
郡
山
「
椿
山
荘
」
常
務

四
日
(
月
)
第
八
回
婦
人
学
級

「
婦
人
の
健
康
を
考
え
る
」

講
師
村
保
健
婦

包
日
(
水
)
第
八
回
高
齢
者
教
室

「
暮
ら
し
を
歌
う
」

講
師
高
原
木
代
子
先
生

の
国
に
比
べ
て
わ
が
国
に
は
こ
の
よ

う
な
行
事
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

以
前
は
も
っ
と
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

地
方
に
よ
っ
て
独
自
の
行
事
も
あ
り

ま
す
。い

ず
れ
も
多
く
の
人
が
ひ
と
つ
の

場
所
に
集
ま
っ
て
飲
食
を
共
に
す
る

と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
相
互

の
連
帯
感
を
吉
田
め
、
あ
る
場
合
に
は

ひ
と
り
の
人
を
褒
め
た
た
え
、
激
励

し
、
あ
る
場
合
に
は
そ
こ
に
い
な
い

人
を
偲
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人

と
自
分
と
の
関
係
を
考
え
る
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。

近
年
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
行

一
方
に
お
い
て
は
華
美
に
な
り

他
方
に
お
い
て
は
省
略
化
さ
れ
、
廃

止
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
結
婚
式
、

社
長
の
就
任
式
、
七
五
三
な
ど
は
前

者
で
あ
り
、
節
分
の
一
旦
ま
き
、
紅
葉

狩
り
な
ど
は
後
者
に
な
り
ま
す
。
自

然
と
の
接
触
の
少
な
い
都
会
裂
の
生

活
が
主
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
や
む

を
得
ま
せ
ん
。
針
供
養
と
か
灯
鑓
流

し
な
ど
は
知
ら
な
い
人
も
多
く
な
り

ま
し
た
。

子
供
を
中
心
に
考
え
た
と
き
、
私

は
人
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
に
あ
た

る
儀
式
、
一
年
の
季
節
の
移
り
変
わ

り
と
関
係
の
深
い
行
事
は
、
家
庭
の

中
で
、
で
き
る
範
囲
内
で
や
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
親
と
子
が
間
ピ

場
所
に
い
て
体
験
を
共
に
し
、
そ
の

日
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
親
が
子
供
に

話
す
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

親
と
一
緒
に
七
夕
の
夜
を
楽
し
ん

だ
り
、
秋
の
お
月
様
を
眺
め
な
が
ら

わ
だ
ん
ご
を
食
べ
た
り
し
た
記
憶
は

子
供
の
心
の
中
に
鮮
明
に
残
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
そ
の
日
の
親
の
言
葉

や
動
作
も
ふ
だ
ん
の
日
と
は
違
っ
た

も
の
と
し
て
忘
れ
難
い
も
の
に
な
る

の
で
す
。
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十
二
月
の
在
宅
当
番
医

4
日
(
日
)

杏
林
堂
医
院

大
野
病
院
(
石
)

円
谷
医
院
(
石
)

務
川
医
院
(
石
)

大
野
眼
科
診
療
所
(
石
)

中
島
病
院
(
石
)

添
田
医
院
(
石
)

小
平
大
野
分
院
(
平
)

日
日
(
日

日
日
(
日

お
日
一
日

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
(
第
三
期
分
)

国
民
健
康
保
険
税
(
第
六
期
分
)

国
民
年
金
保
険
料
(
十
二
月
分
)

納
期
限
は
十
二
月
二
十
六
日
(
月
)

ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

、っ。

(10月届出分)

出生児氏名 保護者名

白旗大樹 登志夫

曲山純平正宏

塩津結花浩道

上野会美 善

大野悠 進

鈴 木 智 恵 正浩

草野叛太直

有賀智史貞亥

大和田尚史 尚

須田知寛潤

区

辺

高

寺

崎

釜

釜

団

法

須

須

ク

吉

ク

胡

地

川

小

岩

竜

高

北

四

お誕生おめでとう
ございます

三
瓶
胃
腸
科
医
院
(
お
)

会
田
病
院
浅
川
診
療
所

山
本
医
院
(
石
)

角
田
外
科
霞
院
(
浅
)

沢
村
病
院
(
平
)

矢
内
医
院
(
石
)

※
(
石
)
・
:
石
川
町
(
平
)
:
・
平
田
村

(
浅
)
・
:
浅
川
町

診
療
時
間
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で

必
ず
保
険
証
を
・
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

(
石
川
郡
医
師
会
)

お
日
(
木
)

初
日
(
金
)

紅
白
(
土
)

おくやみ
申し上げます

-
小
高
の
溝
井
六
郎
さ
ん
か
ら

五

万

・
中
の
高
林
浅
二
さ
ん
か
ら

十

万

・
河
平
の
石
森
松
吉
さ
ん
か
ら

一

万

・
中
の
小
針
信
子
さ
ん
か
ら

二

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

円

受け取っτます力、?

「公給領収証」

(10月届出分)

死亡者氏名年令世帯主名

矢部キン 76 敏彦

味原シゲ 65 稔

溝井タツヨ 84 六郎

小針良一 32 善雄

増子サタ 82 サ タ

石森半三郎 88 保男

区

辺

小高

中

南須釜

山小屋

地

JlI 

円円円

みなさ九督、ハ一、スナッワ、

飲食屈などて飲食したり、旅館に

宿泊したりしたときに、その利用

料金に応じて、料金と一緒に10%
の「料理飲食等消費税」という県

税を負担しています。

お志の経堂者は、料理飲食等消

費税を受け取ったとしるし主とし

て、お客さんに公給領収証を渡す

ことが義務づけられています。

公給領収証を受け取ることによ

って、みなさんが負担した税金が

お屈を通して確実に県に納められ

ることになります。そして、住み

よい郷土、明るい社会を築くため

に役立っているのです。公給領収

証を必ず受け取りましょう




